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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月31日(2017.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクロフォンからマイクロフォン信号を受信する受信器であって、前記マイクロフォ
ン信号が前記マイクロフォンにより捕捉されるオーディオテスト信号に対応するテスト信
号成分を有する受信器と、
　前記マイクロフォン信号を複数のテスト期間信号成分に分割する分割器であって、各テ
スト期間信号成分が１つの期間内の前記マイクロフォン信号に対応し、前記オーディオテ
スト信号がオーディオ信号成分の複数の繰り返しを有し、前記テスト期間信号成分のタイ
ミングが前記繰り返しのタイミングに対応する分割器と、
　前記複数のテスト期間信号成分からテスト期間信号成分の組を発生する組プロセッサと
、
　前記テスト期間信号成分の各組に関する類似性数値を発生する類似性プロセッサと、
　前記類似性数値に応じて個々のテスト期間信号成分に関する干渉尺度を決定する干渉推
定器と、
を有し、
　前記分割器は、前記テスト期間信号成分の期間を前記繰り返しに同期させることを特徴
とする、装置。
【請求項２】
　前記テスト期間信号成分に応じて信号処理を適応する校正ユニットを更に有し、該校正
ユニットは少なくとも第１テスト期間信号成分の貢献度を第１期間に関する干渉尺度に応
じて加重する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記校正ユニットは、前記干渉尺度が閾値より大きいテスト期間信号成分を破棄する、
請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　静止的ノイズの推定値を発生すると共に該静止的ノイズの推定値に応じて閾値及び干渉
尺度の少なくとも一方を補償する静止的ノイズ推定器を更に有する、請求項１ないし３の
何れか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記静止的ノイズの推定値がノイズフロア推定値である、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記テスト信号成分のレベル推定値を発生すると共に、該レベル推定値に応じて閾値及
び干渉尺度の少なくとも一方を補償するテスト信号推定器を更に有する、請求項１又は３
に記載の装置。
【請求項７】
　前記分割器が前記マイクロフォン信号を前記オーディオテスト信号の繰り返し特性に応
じて前記複数のテスト期間信号成分に分割する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記干渉推定器が、前記複数のテスト期間信号成分のうちの第１テスト期間信号成分に
関して、該第１テスト期間信号成分を含む組の類似性数値に関する最大の類似性数値を決
定すると共に、前記第１テスト期間信号成分に関する前記干渉尺度を該最大の類似性数値
に応じて決定する、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記分割器が、前記テスト期間信号成分のうちの少なくとも第１のものを有する少なく
とも２つの組を発生する、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　各組が２つのテスト期間信号成分からなる、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記分割器が、前記テスト期間信号成分の全ての対の組み合わせに対応する組を発生す
る、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　各テスト期間信号成分が、１０msec以上で２００msec以下の持続時間を有する、請求項
１０に記載の装置。
【請求項１３】
　オーディオ干渉尺度を発生する方法であって、前記方法は、
　マイクロフォンからマイクロフォン信号を受信するステップであって、前記マイクロフ
ォン信号が前記マイクロフォンにより捕捉されるオーディオテスト信号に対応するテスト
信号成分を有するステップと、
　前記マイクロフォン信号を複数のテスト期間信号成分に分割するステップであって、各
テスト期間信号成分が１つの期間内の前記マイクロフォン信号に対応し、前記オーディオ
テスト信号がオーディオ信号成分の複数の繰り返しを有し、前記テスト期間信号成分のタ
イミングが前記繰り返しのタイミングに対応するステップと、
　前記複数のテスト期間信号成分からテスト期間信号成分の組を発生するステップと、
　前記テスト期間信号成分の各組に関する類似性数値を発生するステップと、
　前記類似性数値に応じて個々のテスト期間信号成分に関する干渉尺度を決定するステッ
プと、
を有し、
　前記分割するステップは、前記テスト期間信号成分を前記繰り返しに同期させるステッ
プを含むことを特徴とする、方法。
【請求項１４】
　コンピュータ上で実行された場合に請求項１３に記載の方法の全てのステップを実行す
るコンピュータプログラムコード手段を有する、コンピュータプログラム。
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